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きを）やらせて。」と言ったりしている。また、E子は「い
ねができるまでみずやりをしよう。」と言っている。E子は、
日々生長する稲を見て「私が水やりをしたから…」と喜び
を感じていると考える。このように、E子は動植物に触れて
感動する具体的な体験を通して、関心や愛情が深まってい
ったと考える。
自立への基礎を養う
稲刈りでE子は、「どきどきしてあせかいた。」「きれて
よかった。」「おもしろかったなぁ」と言っている。しめ
縄作りは、なかなかうまく作れず園長先生に助けてもらい
ながら完成させていた。稲刈りもしめ縄作りもE子には難
しかったようだが、「むずかしかったけどおもしろかっ
た。」と言っており、満足感や達成感を感じている。E子は
様々な活動を楽しむことで、先生やみんなと作り出す喜び
を感じるとともに、自分でしなければいけないことを諦め
ずに行動し成し遂げることの大切さを学んでいると考え
る。
このように、幼少期の自然体験は人格形成の基盤作りに
様々な影響を及ぼしている。自然体験の質的、量的豊かさ
が、子どものその後の行動やものの見方、考え方に良い影
響を与えていると考える。
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